
夫
益
四
車
内
属
コ

?
-
a
u魔
=
一
種
田
恒
柚
露
首
《
恒

B
-
回
-
回
程
何
》

可f子電重量日ー- J=司~勾主コ々 ÕFロ l田

園
際
労
賃
統
計
・
・
・
・
4

・
・
・
・
・
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
ー
ン

統
計
事
に
於
け
る
蒋
来
の
領
域
・
・
・
・
コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
・
法
由
学
博
士
紳
戸
正
雄

南
満
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
・
巳
・
譲
事
博
士
汐
見
三
郎

租
税
滞
納
の
統
計
的
観
察
・
・
・
・
極
主
主
中
川
典
之
助

明
慨
に
よ
め
帯
別
出
生
率
I

目
!
咽
咽
岨
え
十
一
博
士
山
内
問
保
品

開
校
農
村
人
口
及
農
村
状
理
論
一
推
算
喜
一
嘉
博
士
本
庄
柴
治
郎

岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
喝
謬
・
空
御
率
士
岡
崎
文
規

正
米
相
場
と
期
米
相
場
左
目
相
関
々
係

--mtzf土
谷

口

吉

彦

米
穀
の
需
要
に
就
い
て
・
・
・
・
抑
制
抑
苧
士
人
木
芳
之
助

統
計
撃
の
課
題
託
景
気
愛
動
の
研
究
空
江
主
峰
川
虎
ゴ
一

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
盛
動
環
測
論
・
・
・
綬
泊
四
牢
士
松
岡
孝
見

金
融
統
計
特
に
通
貨
続
計
に
就
い
て
経
済
撃
士
中
谷
{
貫

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
・
経
由
主
主
益
田
龍
雄

保
喰
さ
統
計
及
統
計
事
・
・
・
・
・
・
・
終
草
博
士
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
ご
統
計
の
比
較
・
・
・
・
・
法
墜
博
士
財
部
静
治

野
町
一
制
一
課
記
念
一
苦
情
舎
及
統
計
圃
書
一
墨
書
記
事

同
統
計
闘
書
展
覧
曾
出
品
目
録

第
十
九
回
圏
燦

掛
川
計
協
曾
禽
議

記

念

藷

特
輯
腕
蹴

輔

載



金
融
統
計
特
に
遁
貨
統
計
に
就
い
で

第

披

第
三
十
三
巻

四

四

金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
に
就
い
て

中

;谷

賓

J9; 

~­
E罰

物
L
q

交
換
経
測
を
枕
し
て
貨
幣
川
間
淵
仰
に
入
り
て
後
の
枇
曾
に
於
い
て
は
‘

財
貨
並
び
に
給
付
の
移
動
は
、
殆
ん
ど
織
で
其
の
反
面
に
於
い
て
一
通
貨

の
移
動
を
伴
ふ
可
〈
、
吻
々
交
換
及
ぴ
遁
貨
栴
互
D
交
換
、
並
び
に
そ
れ
b

D

一
方
的
給
付
の
行
は
る
ふ
は
、

只
其
D

一
小
部
分
に
遁
事
た
い
の
で

あ
る
。
此
白
通
貨
の
流
通
に
関
す
る
統
計
を
取
扱
ふ
も
の
が
印
ち
遁
貨
統
計
で
あ
ワ
て
、
従
来
そ
の
研
究
が
主
曹
と
し
て
物
債
と
の
棺
閲
々
係
に
向
け

ら
れ
た
る
も
亦
理
あ
る
所
で
あ
る
。

金
融
客
憶
に
闘
す
る
統
計
、
金
融
機
閣
に
閲
ナ
る
統
計
、
及
び
金
融
取
引
に
閥
ナ
る
統
計
の
一
一
一
者
に
分
た
れ
l
u
o

而
も
前
越

の
目
的
の
矯
に
は
第
一
白
も
の
が
必
要
な
る
は
勿
論
、
預
金
通
貨
及
び
そ
の
流
遁
法
度
に
閥
ナ
る
統
計
を
得
る
震
に
、

金
融
統
計
は
普
通
、

第
二
第
三
の
も
の
も
亦
侠
〈

可
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。

期
〈
て
}
通
貨
統
計
に
於
て
は
、
先
づ
第
一
に
各
葎
通
貨
白
流
通
高
及
び
そ
り
年
止
の
場
誠
を
究
め
三
次
に
そ
れ
、
b
の
流
遁
状
態
(
占
速
度
)
を
知
る
事

が
必
要
な
る
も
叫
以
下
、
我
圃
に
於
け
る
遁
貨
流
通
高
を
見
、
更
に
過
去
に
な
さ
れ
た
る
研
究
を
遁
式
で
、
今
後
の
研
究
に
封
ナ
る
指
針
と
ナ
る
で

あ
ら
う
。

ー、
我
圏
に
於
け
る
遁
過
海
運
高

今
試
み
に
過
去
十
ヶ
年
聞
に
於
け
る
貨
幣
疏
通
高
を
見
る
に
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

¥V. S. Jevons; Investig"ations in cturency and finnances new ed.， .'Lonc1on 1909・
E. W. Kemmerer; Money and cτedit inst四 ment:::iin their relation to general 
prices N. Y. 1907 
I. Fisher; The purchasing power of money， N. '}!" ](911 &: 1926， 
汐見博士;統計皐(現代経iJ!i<畢全集第十二巻)三二t八頁
J. Muller; Deutsche Wirt，Clu，flsstiJ.tistik. 19:25 5" 152. 
2) 
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金
融
統
計
特
に
遁
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

三

六

叫

醤

第

一

波

一ー
ムノ、

然
し
乍
ら
前
表
の
数
字
は
異
の
流
通
高
を
示
す
も
の
に
は
非
守
し
て
、
買
は
之
よ
h
遥
か
に
少
き
数
量
な
り
さ

考
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
前
表
の
敷
宇
は
、
所
謂
各
種
貨
幣
存
在
高
よ
り
礎
券
準
備
さ
し
て
中

央
倉
庫
そ
の
他
に
保
存
さ
れ
た
る
額
を
差
引
き
た
る
の
み
に
し
て
、
硬
貨
の
秘
密
鋳
潰
高
及
び
各
種
貨
幣
の
涜
通

過
桂
仁
於
け
る
紛
失
額
等
は
綿
て
之
を
差
引
か
れ
ぎ
る
が
故
で
あ
る
。
即
ち
本
位
貨
化
る
金
貨
に
付
て
見
る
も
、

前
表
に
よ
れ
ば
昭
和
ゴ
一
年
度
に
は
、
六
千
四
百
高
固
〈
現
在
+
且
同
よ
り
準
備
高
を
差
引
〈

)rけ
流
遁
せ
る
も
の
ど
な
り
居
る

も
、
買
は
市
井
に
於
て
は
金
貨
の
片
影
を
す
ら
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
亦
、
閥
東
大
震
災
嘗
時
に

加
け
る
勝
L
宮
崎
民
併
の
紛
失
細
川
尻
び
銀
個
uw
鵬
附
じ
加
け
る
銀
賞
の
秘
密
錦
樹
高
等
伝
符
ふ
れ
ば
、
現
賢
一
し
取
引

の
媒
介
じ
用
ひ
ら
れ
た
る
貨
幣
の
流
通
高
な
る
も
の
は
、
前
表
の
敷
宇
よ
り
も
蓮
か
に
少
な
か
る
可
き
で
あ
る
ω

即
ち
例
之
、
昭
和
三
年
度
の
流
通
鱒
額
、
二
十
三
億
四
百
傍
高
固
は
、
取
引
に
用
ひ
ら
れ
た
る
敷
額
ご
し
て
は
.

考
へ
得
可
き
最
高
の
額
千
」
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

斯
〈
て
今
、
そ
の
纏
て
が
取
引
に
用
ひ
ら
れ
た
り
さ
偲
定
す
る
ち
、
此
の
政
府
並
び
に
中
央
銀
行
(
塞
銀
鮮
銀
を

含
む
〉
の
供
給
せ
し
貨
幣
額
の
み
を
以
て
し
て
は
、
果
し
て
同
年
度
に
於
け
る
、
全
国
の
穂
て
の
取
引
を
媒
介
し
得

た
る
も
の
さ
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
か
、
我
々
は
悲
に
、
近
代
の
商
業
銀
行
が
通
貨
の
供
給
に
劃
し
て
、
重
大
な
る

役
割
を
演
じ
居
る
事
を
想
起
せ
む
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
今
日
の
枇
曾
じ
於
て
は
、
多
額
の
支
掛
は
現
金
じ
よ
る
よ
り
も
小
切
手
の
授
受
じ
よ
り
て
行
は
る
る
事
多

く
、
そ
の
振
出
を
し
て
可
能
な
ら
し
む
る
所
の
営
座
預
金
こ
そ
、
預
金
通
貨
ざ
し
て
他
の
種
の
貨
幣
さ
共
に
、
取

引
媒
介
の
大
役
を
果
し
居
る
も
の
さ
見
る
可
、
き
で
あ
る
。



故
に
今
、
我
国
最
近
十
ヶ
年
聞
に
於
げ
る
、
一
普
通
銀
行
の
営
座
預
金
年
末
在
高
を
見
る
に
衣
の
如
く
で
あ
る
。

普通銀行に;於ける嘗座預金額
(阜位千園)

蛍座預金額

1，276，173 
1，165，898 
1，217，682 
1，328，459 
1，4.58，127 
1，418，98.5 
1，444，276 
1，455，322 
1，411，246 
1，331，059 iJ.) 

卸
も
大
正
八
年
末
に
は
十
二
億
七
千
六
百
餅
高
固
な
り
し
も

次

大正八年末
九タタ

十タタ

十ークク

十二タタ

十三クク

寸・四タク

昭和元クタ

=コタタ

の
が
、
昭
和
三
年
末
じ
は
十
三
億
三
千
百
飴
高
田
ざ
な
り
、
大

正
十
二
年
末
の
十
四
億
五
千
八
百
飴
高
田
及
び
、

昭
和
元
年
末

年

の
十
四
億
五
干
五
百
傍
高
固
を
峯
さ
し
、
大
正
元
年
末
の
十
一

億
ム
ハ
千
ム
ハ
百
高
固
を
谷
ご
し
て
緩
か
な
波
肢
を
な
し
て
居
る
。

而
し
て
第
一
表
中
に
於
て
、
最
る
伸
縮
性
に
富
む
貨
幣
、
例

之
、
日
本
銀
行
党
換
券
の
市
場
流
通
商
〈
抗
議
総
額
hHB
溌
行
準
備
額

を
控
除
〉
を
見
る
も
、
亦
之
さ
同
形
の
波
版
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
も
そ
の
額
を
示
せ
ば
突
の
如
く
で
あ
る

ロヨ差券換免
高
銀
遁
日
琉

安年

1，515，059千園
1，400，449 
1，520咽571
1，537，190 
1，677，001 
1，625，898 
1 ， 595~3ß7 

1，611ヲ645
1，640，66:1 

1，a05町896

八年

九ク

十タ

十ータ

十二 ρ

十三ク

十四タ

昭和元タ

←」タ

=コタ

大正

金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
に
就
い
て

註
山
崎
博
士
は
、
硬
貨
紙
幣
銀
行
券
等
と
共
に
、
通
貨
の
数
量
と
し
で
、
普

遁
銀
行
の
首
座
預
金
、
及
び
特
別
賞
座
預
金
目
雨
者
を
奉
げ
居
ら
る
ふ

h
、
特

別
蛍
座
預
金
仕
草
(
の
性
質
上
貯
蓄
預
金
町
意
味
を
含
み
、
且
つ
之
れ
を
支
耕
手

段
と
し
て
用
ふ
る
場
合
に
は
、
銀
行
よ
り
貨
幣
を
引
出
す
を
常
と
ナ
る
所
よ

p
、
私
は
特
別
嘗
座
預
金
は
之
れ
を
省
略
す
る
事
と
し
た
。

又
橋
爪
氏
は
、
所
開
現
金
の
数
量
と
預
金
遁
貨
の
敷
量
と
を
比
較
ナ
る
の
目
的

を
以
て
、
全
闘
銀
行
の
営
座
預
金
を
奉
げ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
町
然
し
乍
ら

其
の
中
に
は
、
貯
蓄
銀
行
及
び
普
通
銀
行
に
於
け
る
嘗
座
預
金
を
含
む
が
故
に
、

そ
れ

b
が
小
切
手
振
出
し
の
基
礎
と
な
ら
ざ
る
所
よ

P
、
私
は
単
に
普
遁
銀
行
-

に
於
け
る
首
座
預
金
白
み
を
奉
「
る
事
と
し
た
J

第
三
十
二
巻

第
一
披

二
一
七

七

朝日新聞社編:日本経梼統計総資
山崎博士;貨幣概論附録，三四頁
橋爪明男氏;貨幣論(現代経済事会113俗十巻)二。八頁:

~) 

6) 
7) 



金
融
統
計
特
に
逼
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

第

披

i¥. 

八

以
上
を
以
て
花
は
、
我
闘
に
於
て
用
ひ
ら
る
る
支
梯
手
段
の
大
字
に
付
き
、
其
の
流
通
高
を
見
た
る
課
な
る
が
、

之
等
の
貨
幣
(
鐸
貨
紙
幣
銀
行
券
等
)
・
及
び
預
金
通
貨
以
外
に
も
、
宵
諸
種
の
信
用
が
存
す
る
故
、
以
下
そ
の
若
干
を
伺

+Jh'「
J
o

t
 然
ら
ば
支
梯
手
段
ご
し
て
用
ひ
ら
る
る
信
用
に
は
如
何
な
る
も
の
が
存
す
る
か
。
先
づ
第
一
に
拳
ヤ
可
き
は
、

所
謂
帳
簿
信
用
印
も
掛
貰
の
形
態
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
普
通
の
現
金
又
は
小
胡
手
取
引
さ
異
る
は
、
只
、
貨
物

給
付
の
移
韓
三
、
現
金
又
は
小
切
手
の
支
掛
fe--

の
聞
に
横
は
れ
る
時
間
の
長
短
の
み
に
し
て
、
之
が
統
計
を
求
む

ゐ
事
は
、
目
下

ω所
不
可
情
な
お
ぜ
共
に
叉
不
必
喪
で
あ
ゐ
。

第
二
に
畢
ぐ
可
き
は
、
約
束
手
形
及
び
期
限
付
潟
替
手
形
の
如
き
形
態
に
於
け
る
支
梯
手
段
で
あ
ふ
。
之
等
の

も
の
は
他
の
貨
物
ご
同
様
に
貢
買
さ
る
る
所
よ
り
、
或
は
交
換
媒
介
物
に
非
や
注
ち
考
へ
ら
る
わ
ざ
、
雨
者
共
、

特
に
後
者
の
如
き
は
、
裏
書
仁
よ
り
て
時
々
す
る
も
の
な
る
故
、
通
貨
統
計
に
於
て
は
亦
一
の
重
要
統
計
た
る
を

夫
は
な
い
。
然
し
乍
ら
今
日
の
我
闘
に
於
て
は
、
之
が
正
確
な
る
統
計
を
一
般
に
は
求
め
得
難
く
、
交
換
所
統
計

に
よ
り
て
満
足
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
小
切
手
類
似
の
も
の
に
送
金
潟
替
及
び
一
覧
梯
鴻
替
手
形
が
貯
ひ
ら
れ
る
。
前
者
は
一
銀
行
よ
り
他
銀

行
に
宛
て
て
梯
出
さ
れ
た
る
小
切
手
ご
見
る
を
得
可
〈
、
後
者
は
一
個
人
又
は
一
周
韓
が
、
銀
行
以
外
の
他
の
も

の
に
宛
て
て
振
出
し
た
る
小
切
手
な
り
ご
見
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
故
に
之
等
の
統
計
が
遁
貨
統
計
中
に
於
て
重
要

な
る
地
位
を
占
む
可
き
は
明
か
じ
し
て
、
今
後
交
換
所
統
計
の
外
に
、
銀
行
統
計
及
び
そ
の
他
の
業
務
統
計
が
一

般
に
よ
り
よ
く
費
達
す
れ
ば
、
之
を
得
る
事
一
層
容
易
さ
な
る
で
あ
ら
う
。

Ke田 merer;ibid， p. 68 
ibid. p. 70 
ibid， P・7'.
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金
融
統
計
特
に
植
地
貨
統
計
に
就
い
で

第
一
務

O 

第
三
十
二
拳

O 

そ
れ
ら
各
々
の
変
換
高
は
目
下
の
所
未
だ
n
公
表
せ
ら
れ
な
い
す

究
仁
会
圃
交
換
所
組
合
銀
行
及
び
代
理
交
換
銀
行
じ
於
け
る
現
金
及
び
手
形
耽
納
割
合
は
、

於
げ
る
現
金
取
引
額
芝
手
形
に
よ
る
取
引
額
さ
の
比
を
示
す
も
の
注
し
て
引
用
せ
ら
る
る
も
、
手
形
受
入
額
の
中

小
切
手
受
入
額
の
占
む
る
割
合
が
公
表
さ
る
れ
ば
、
我
々
に
さ
つ
で
更
に
便
利
で
あ
る
。

以
上
を
以
て
、
在
は
我
固
に
於
げ
る
通
貨
流
通
高
を
一
通
り
見
た
る
課
な
る
が
、
然
ら
ば
斯
か
る
通
貨
が
、
一

ヶ
年
聞
に
幾
回
用
ひ
ら
る
る
か
の
流
通
蓮
度
に
関
し
て
は
、
之
を
正
確
に
求
む
る
事
殆
ん
ど
不
可
能
に
し
て
、
そ

の
油
営
な
る
方
法
さ
へ
確
立
さ
れ
居
ら
が
る
故
、
ム
ー
は
只
、
過
去
じ
於
げ
る
此
の
方
面
の
研
究
セ
、
紹
介
吟
味
す

る
を
以
て
止
む
る
事
ぎ
す
る
。

般

我
囲

二、

7
4ヴ
シ
ヤ
!
の
研
究

金
融
統
計
、
特
に
貨
幣
統
計
に
闘
す
る
研
究
は
、
己
に
十
九
世
紀
の
初
め
よ
り
行
は
れ
た
り
し
が
、
貨
幣
の
流

通
高
及
び
流
通
蓮
度
に
閲
す
る
貫
際
教
値
を
求
め
し
も
の
無
く
、
多
く
の
皐
者
は
斯
か
る
企
を
全
く
不
可
能
な
り

J

こ
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
十
九
世
紀
の
中
頃
、
ア
ラ
ス
カ
及
び
オ

1
ス
ト
ラ
η
ノ
ヤ
に
於
け
る
金
錆
接
見
以
来
、
之
に
刺
戟
せ
ら
れ

て
有
名
な
る
ぜ

1
ト
ペ

1
ア
の
研
究
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。

又
貨
格
の
涜
通
蓮
度
に
闘
し
で
は
、
之
が
理
論
的
に
測
定
可
能
な
る
事
を
主
張
せ
し
ヲ
イ
ク
ゼ
Y
等
も
あ
れ
ど
、

質
際
敷
宇
を
扱
ひ
し
も
の
ご
し
て
は
、
ピ
エ

I
M
F
・
デ
・
ザ

1
Y
が
敵
洲
大
陸
の
主
要
な
る
銀
行
に
就
き
て
、
預
金
の

前掲橋爪氏貨幣論には、東京手形交換所に;於ける小切手安換高の、他のもの
に劃する割合が掲げられてゐる(金融事項参考害、犬正十四年度調4 より)。
土方博士(日本極済祈先応於い亡〕橋爪氏、.~::の他誰もが之れを認む
F. ZalIn; Die. Sta-tIstik -inDeutschiond Bd.H S.-475には、 BU5Ch; Abhand-
lung von dem Geldumlo.nf 勾20・が挙げられさゐる。

13) 
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流
通
速
度
を
測
定
し
た
る
に
始
ま
る
の
で
あ
ふ
。

郎
も
彼
は
、
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
た
る
預
金
総
額
を
乱
、
銀
行
の
鶏
し
た
乙
支
梯
穂
額
を
M
、
預
金
残
高
平
均

額
を
S
川
流
通
蓮
度
を

y

d

H

b
ロ

ド

日

「

〈

H
K」い
5
・
』
よ
り
て

V
セ
計
算
し
た
の

ω

ω

ω

ー

で
あ
る
。

ざ

し

空時正

づ
る
に
及
び
て
新
天
地
が
開
拓
せ
ら
れ
し
諜
な
る
が
、

ケ
ム
メ
ラ

1
h
及
び
フ
イ
ツ
ジ
ャ

1
〆出

フ

イ

ツ

シ

ヤ

1
の
研
究
の
方
が
後
に
し
て
且
精
密
な
る

葉
の
後
此
の
方
面
の
統
計
的
研
究
に
は
大
し
て
見
る
可
き
も
の
な
〈
、

故
、
以
下
彼
の
執
り
し
研
究
方
法
を
述
よ
る
事
ど
し
ゃ
う
。

叩

ら

官

、

彼

従

事

労

相

官

J
J
I
1又
は

7
1
4
1ペ
ー

右

手

五

識

の

費

目
に
相
官
す
る
統
計
を
求
め
て
そ
の
数
字
を
之
に
営
骸
め
、
斯
く
て
計
出
せ
る
P
を
事
賃
上
m
M
物
債
指
載
さ
劃
比

し
て
相
一
致
せ
る
を
確
め
、
以
て
所
謂
貨
幣
敷
量
設
を
統
計
的
に
論
謹
せ
ん
ざ
し
た
の
で
あ
あ
。

而
も
彼
が
其
の
論
詮
の
手
段
ざ
し
て
用
ひ
ん
さ
せ
し
、

M
-
w
-
v
-
V
(何
れ
も
一
八
九
六

T
P一九
O
九

Z
V統

計
こ
そ
は
、
今
私
が
問
題
ご
す
る
主
た
る
中
心
貼
な
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
先
づ
、
彼
は
貨
幣
流
通
額
、
班
、
を
如
何
に
し
て
求
め
た
る
か
を
見
る
に
、
通
貨
監
督
官
の
報
告
を
基

礎
ぎ
し
亡
夫
表
の
如
き
計
算
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

即
も
第
二
欄
の
数
字
は
、
合
衆
国
内
に
流
通
せ
る
金
銀
銅
貨
、
金
銀
預
誼
券
、
政
府
紙
幣
及
び
銀
行
券
の
合
計

に
し
て
、
各
年
度
の
中
間
(
七
月
一
日
)
じ
於
け
る
額
を
示
す
も
の
な
れ
ざ
、
之
に
は
多
少
の
却
恨
め
る
故
、
別
に
存
せ

し
金
の
統
計
を
塞
照
し
て
、
之
仁
多
少
の
訂
正
を
加
へ
し
も
の
が
、
郎
も
第
三
欄
の
敷
宇
で
あ
る
。
然
る
に
合
衆

金
融
統
計
侍
に
通
貨
統
計
に
就
い
で

第
三
十
二
巻

第

霊童

一一一一

一一一一

Sismondi， Roscher， Jevons， Hi1debrand 等
~nd _ Thesaurierungs. S. 12S・126)
Soetber， (Zahn; ibid. a. a. 0.) 18) Wid:sdl， (KelJenberger; ibid. S. 126より〉
Pierre des Essars，“La VHesse de 1a Circulation de la Mon:naie" irt La JurD~ 
de la Soc. de Statistique de Paris， avril ':':95， S. 143 ff. (KeJlenberger; ibid. 
s. 126及び Kemmer.町 ibid.PI'. 1I5-IIOより)

(E. KeUenberger; GeIdumlauf 16) 

17) 
19) 



合衆国に於ける黛幣流通高

金
融
統
計
特

に
涌
花
見
砧机
、計
に
就

い
て

流通高(輩 位十億弗)

準備fる 割合

繍羅
嚇 謄鱒瀞駿無

通高

弟

三
十

二
巻

・ω
糠

鍵

(3)

合衆國
に於 け
る貨 幣

流通 高(
訂正
額)

(2死「.

合衆国
に於け
る貨幣
流通高
(政府
資表)

(1)

年 次

.58

.68

.7岳

.77

.80

.84

.88

.89

:L.03

:t.03

]..05

1.15

].41

1.48

.87

.SS

.96

1.03

Lユ7

1.22

ユ.26

1.};8

1.37

ユ.45

ユ.59

L63

1.6.1

1.63

25)

5318・4%

6f;・4%

6917・7%

　7判6・796

　7516.4%

79F5.4ヲ6

84旨5.3ヲ6

8訓5.2%

9814・5%

i

29

27

盟

"

鮒

脱

離

凱

弼

9..99

3!1,01

　4.1.1ユ

4;1.36

叱)1.441

3.9%

3.4%

4.2%

3.8%

2.8%

1・8011・74

1.911.83

2.071.94

2.エ912.09

2.34』.25

2・4812・37

2・5612・45

2.68!2.59

12.8012.68

2.88!2.77

1 3・0712・97

3.ユ213.12

3.383.As

3.4113.41

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

勾

漏
諸
銀
行
の
預
金
こ
の
比
率
に
し
て
、
之
は
後
述
の
計
算
よ
り
知
り
得

る
の
で
あ
る
。
即
ち
第
五
欄
、
第
六
欄
よ

り
、
.訂
正
さ
れ
た
る
銀
行
準
備
金
額
、
第
七
欄
を
得
る
の
で
あ
る
。

第
八
欄
は
即
ち
所
期
の
貨
幣
流
通
高

に
し
て
、

一
八
九
六
年
よ
り

一
九
〇
九
年
に
至
る
十
三
ケ
年
間
に
、
大
約

二
倍
こ
な
れ
る
を
見
る
。

次
に
彼

の
行
ひ
た
る
M
の
計
算
を
見

る
に
、
之
も
亦
個
人
預
金
に
關
す
る
通
貨
監
督
官

の
報
告
を
基
礎

こ
せ
る

二
二

ニ

第

一
號

一
=

一
二

國

金
庫

に
保
存

さ

る

る

額

、

(目
罵

屋

職

霧
⊆
蔓

。・8
昂
)

は
、

取

引

に
は
無

關
係

に
し

で
之

を
控
除

せ
ね
ば

な
ら

な

い
。

第

四
欄

は
帥

ち
そ

の
統
計

で
あ

る
。
更

に
叉
銀

行

の
支
彿

準
備

金

と
な
,れ

る
も

の
も
、

取
引

に
用

ひ

ら

る

る
も

の

に
非

ボ

る
故

老

鷺
控
除

す

べ
し

ど
考

へ
ら

れ

る
。
次

に
通
貨

監

督
官

の
報

告
中

に

は

報
告
漏

諸

銀
行

の

数

字

を

含

ま

ざ

る

故

、
其

の
激

字
を

推
算

せ
ね

ば

な
ら

な

い
。
斯

く
て

其

の
推

算

の
基

準

こ
な

り

し
は

、
報

告
諸

銀
行

の
預

金

ご
、
報

告

鯛
謝

ibid.

Kemmerer;ibid.BookII.P・89以-㍗'

Fisher;ibid.主 と し でchap.XII及 びAppendix.toit

ibid.chap.III.VIII.X.XI.及 びXII(Stat:151::icalVerification.Recentyears)

並 び に そ のAppendix.

-
し



予丁下向 I (邑)
前欄4>1
信託曾報告漏;
社τ丸州 しー |寸JPI|(4)ー (5)ーl

貯蓄銀銀i行の貯に於11~~~1(/;)''''-1の臨|個人蛍
空語翻 川市切手|個人預金|預金高

金I~ おけ~1ï{V I 降 I crr :iE:i"f) I B 1.Htl C:f<nチ7買金|金 円品Ic訂正額)1百分比i座預金
る預金

4. !J51 .16 1 

5.101 .21 

52it1 
7241I  

8.46j 

0.101i 

9ぉ|
10.001 

11.:15i 

I2.~2! 
lf;10!| 

臼叫 ! 

11401!| 

も
の
で
あ
る
。

預金額 (単位十億弗)

-('u)アマち=ア百計斤U)

座嘗人個

(2) 

2.68 

2.80 

4.40 

呂田13

5.43 

5.70 

5.80 

8.75 

0.6:3 

~W I !J.2:0 
38 I 10.11 I 67 I 6.75 

上
表
仁
付
て
先
つ
遁
よ
可
き
は
第

三
欄
な
る
が
、
之
は
前
欄
の
一
九
O

O
年
以
前
の
敷
宇
中
に
、
信
託
舎
枇

並
び
に
貯
蓄
銀
行
が
国
立
銀
行
に
於

て
有
す
る
預
金
hv-
合
む
が
故
、
期
か

る
取
引
に
直
接
関
係
な
き
戴
宇
を
差

預日I
金衣(
をにが
力目第 21i
ふ四，で
可欄わ
きのゐ
は報
勿告
諭漏
な諸
る銀
が ~T
、の

此
の
中
政
府
の
算
定
は
、
一
九

0
0

年
及
び
一
九
O
二
年
以
後
の
分
の
み

他
は
フ
イ
ツ
ジ
ャ

1
自
身
の

畑山

推
算
に
よ
る
も
の
で
ゐ
る
。
夏
じ
第

五
欄
、
即
ち
貯
蓄
銀
行
に
於
げ
る
預

金
を
差
引
く
可
き
は
設
明
の
要
な
き
も
、
第
六
欄
の
小
切
手
安
換
高
に
付
て
は
一
言
す
る
を
要
す
る
。

即
も
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
今
甲
が
乙
に
劃
し
て
小
切
手
を
振
出
せ
ば
、
之
は
直
も
に
乙
の
取
引
銀
行
に
預
入

個

ヨた

子百
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融
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い
て

6.54 
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第
三
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巻

存
し
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豊吉

一ー一

h 

其の後の撒字は彼が“A:mericanEconomi.c Review" ]une， : ][912.及び ibid.
June. 1913・等に費表し尼iれ共、そむ方法f目等しき故、それらには鯛れないo
ibid. P・ 432•
ibid. p. 280. 
ibid. p. 433・
ibid. P. 435・

(木表中第三、第三、第 h 第八欄中には叩年版のと異)
なる数あるも上掲白ものは1926年版I亡依ったのであるG
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25) 
20) 
27) 
28) 



金
融
統
計
待
に
遁
貨
統
計
に
就
V

で

第
一
披

四

第
三
十
二
巻

四

れ
ら
れ
て
乙
の
預
金
を
増
加
す
る
も
、
之
が
交
換
を
経
て
甲
の
取
引
銀
行
に
請
求
さ
る
る
迄
は
、
甲
ル
預
金
は
依

然
ざ
し
て
減
少
せ
や
、
其
の
結
果
、
交
換
高
だ
け
預
金
が
二
重
に
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
ヨ
云
ふ
の
で
あ
る
。
更
に
本

欄
の
敷
字
に
付
て
言
へ
ば
、
営
時
前
、
手
形
交
換
所
に
於
げ
J

る
小
切
手
交
換
高
の
数
字
無
〈
、
彼
は
僅
か
に
存
せ
し

一
九

O
九
年
四
月
二
十
八
日
の
全
国
銀
行
に
付
て
の
報
告
を
基
礎
ざ
し
、
他
の
年
度
は
全
部
之
よ
hzJ
推
算
せ
し
も

の
で
ゐ
る
。
即
ち
一
九
九
J

九
年
度
の
三
億
八
千
高
弗
の
中
、
五
分
の
四
は
圃
立
銀
行
の
持
出
額
に
し
て
、
国
立
銀

訂
持
出
額
は
年
々
報
告
さ
れ
居
る
故
、
他
の
年
度
に
於
て
は
之
に
四
分
の
五
を
乗
ず
れ
ば
之
を
得
ら
れ
る
の
で
あ

4r一咽

斯
く
て
訂
正
さ
れ
た
る
個
人
預
金
額
(
第
七
欄
)
は
得
ら
れ
光
る
も
、
向
此
の
中
に
は
営
座
預
金
以
外
の
預
金
を

合
め
る
故
、
之
を
差
引
〈
貼
に
、
又
大
な
る
難
闘
が
横
は
り
居
る
の
で
あ
る
。

j

、

然
し
乍
ら
蕊
に
も
幸
に
、
一
九
O
九
年
四
月
二
十
八
日
に
於
げ
る
営
座
預
金
の
統
計
あ
り
て
、
六
十
九
億
四
千

高
弗
ざ
な
っ
て
ゐ
る
。
故
に
今
、
報
告
銀
行
の
個
人
預
金
総
額
に
劃
す
る
上
過
営
座
預
金
総
額
の
比
宰
を
ば
、
報

告
漏
諸
銀
行
の
個
人
預
金
総
額
に
乗
や
れ
ば
、
報
告
漏
諸
銀
行
に
於
げ
る
営
座
預
金
額
が
得
ら
れ
、
雨
者
の
営
座

預
金
額
を
合
し
て
之
よ
り
小
切
手
交
換
高
を
差
引
け
ば
、
以
て
所
期
の
営
座
預
金
額
初
得
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
郎

ち
一
九
O
九
年
度
は
六
七
億
五
千
高
弗
に
し
て
、
個
人
預
金
締
額
の
六
七
%
に
営
る
。

更
に
又
、
ァ
ン

γ
9
ユ

1
氏
の
好
意
に
よ
り
、
一
八
九
六
年
、
一
八
九
九
年
、
一
九
O
六
年
の
三
ヶ
年
に
於
げ

る
営
座
預
金
の
総
額
を
得
た
る
故
、
右
=
一
ヶ
年
に
於
げ
る
個
人
預
金
中
営
座
預
金
の
占
む
る
割
合
が
算
定
せ
ら
れ

前
の
ア
イ
ツ
ジ
ャ

1
自
身
の
得
た
る
割
合
さ
合
し
て
四
ヶ
年
の
比
率
よ
り
、
他
の
全
年
度
に
於
げ
る
比
率
が
推
算

ibid. p. 344-
ibid. p. 437・
ibid. The special Report of the )'1お。neta町ryCorn山1iI川11は旧nlr
ibid.同上
ibid. p. 438.同上 Report.
ibid. 

)
)
)
)
)
)
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。

之
よ
り
容
易
に
所
期
の
皆
同
座
預
金
額

第
八
欄
の
比
率
は
斯

t
し
て
得
た
る
も
の
に
し
て
、

〈
第
九
欄
)
は
計
算
さ
れ
得
る
。

要
之
、
町
の
計
算
は
比
較
的
複
雑
に
し
て
、
業
の
中
前
述
四
ヶ
年
が
貫
敷
、
他
の
一
年
度
は
す
ぺ
て
推
算
な
れ
ざ

一
八
九
六
年
よ
り
一
九
O
七
年
(
恐
慌
)
に
至
る
迄
は
、
大
韓
土
井
の
傾
向
を
持
績
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
以
て
彼
は
、
通
貨
の
流
通
高
に
閲
す
る
統
計
調
査
を
終
h
ッ
ロ
る
も
、
向
琵
に
葉
の
流
通
蓮
度
の
問
題
が

残
っ
て
ゐ
る
。

抑
も
貨
幣
の
流
通
蓮
度
さ
は
、

一
の
貨
幣
が
取
引
媒
介
の
鴻
に
、

一
定
期
間
内

「
一
年
間
に
〉
に
時
々
す
る
平
均

回
数
を
言
ふ
も
の
な
れ
ど
、
之
を
測
る
方
法
ざ
し
て
は
、
彼
の
所
謂

E
5
2
2
5
2
-
5
?
さ
の
二
種
が
存
す
る
。
前
者
は
個
々
の
貨
幣
移
轄
の
跡
を
埠
ふ
も
の
な
る
故
其
の
貰
行
殆

ん
ご
不
可
能
な
る
も
、
後
者
は
、
取
引
に
使
用
の
鴻
に
一
人
の
手
を
通
過
寸
る
貨
幣
の
平
均
敷
島
を
ば
、
そ
の
所

持
せ
る
貨
幣
の
平
均
数
量
に
て
除
す
る
も
の
な
れ
ば
、
比
較
的
容
易
に
之
を
行
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

プ
イ
ツ
ジ
ャ
ー
も
亦
後
の
方
法
を
用
ひ
、

V
は
前
市
、

V
は
附
一
弘
よ

b
て
之
を
求
め
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
、
然

し
M
、
及
び
町
は
既
知
の
教
な
る
故
、
彼
の
順
序
に
従
ひ
て
先
づ
肌
の
計
算
よ
り
初
め
?
コ
。
}

問
印
も
小
切
手
振
出
額
を
知
る
事
は
領
る
困
難
な
る
も
、
幸
に
、

j
ノ
イ
ス
大
串
敢
授
キ
ン

v
心
氏
が
、
一

八
九
六
年
並
び
に
一
九
O
九
年
に
於
げ
る
、
小
切
手
取
引
高
に
劃
す
る
現
金
取
引
高
の
割
合
を
知
る
謁
に
、
蒐
集

せ
し
豊
富
な
る
統
計
ゐ
り
て
、
フ
イ
ツ
シ
ヤ

l
は
、
此
の
貴
重
な
る
統
計
を
刺
用
す
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
ム
。

Z
円
。
日
日
刊
お
口
印
町

ι円
門
出
向
円
一
ち
斗
三

JV
』

Z

3

2凶
2
H
a

金
融
統
計
侍
に
通
貨
統
計
に
就
4
1

て

第
三
十
二
巻

五

第
一
務

五

• 

， 

Mr. Andrew (Fisher; ibid. p・439)
ibid. p. 282. 
ibid. P・353
ibid. p. 289・
ibid. P・282.
Professor Kinle)ア (Fisher;ibid. p. 283) 

35) 
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37) 
38) 
39) 
40) 



金
融
統
計
特
に
遁
貨
統
計
に
就
い
亡

第
三
十
二
容

一一一二ハ

第
一
日
現

一一一一六

A
1
キ
シ
レ
イ
敢
授
の
研
究
じ
よ
れ
ば
、

一
八
九
六
年
七
月
一
日
に
最
も
近
き
決
算
日
仁
於
け
る
全
国
各
銀
行
の

小
切
手
預
入
高
は
、
四
億
六
千
八
百
高
弗
丸
な
っ
て
ゐ
る
の
故
に
此
の
預
入
高
を
以
て
、
其
の
年
中
に
於
け
る
預

入
総
額
の
一
日
平
均
さ
見
倣
し
得
れ
ば
、

刊
が
得
ら
れ
る
課
で
あ
る
。
然
る
じ
七
月
一
日
は
小
切
手
預
入
の
特
に
多
き
日
な
る
故
、
彼
フ
イ
ツ
シ
ャ

1
は、

九

品

、

ー

ノ

七
月
一
日
の
小
切
手
変
換
高
の
、
同
年
度
平
均
交
換
高
じ
罰
す
る
割
合
註
を
悲
準
ご
し
、
以
て
一
八
九
六
年
の
小

川

/
1

切
平
預
入
総
樹
J
T
九
百
七
十
南
三
推
押
し
忙
の
で
わ
一
'
Q
O

註
4

紐
育
市
手
形
交
換
所
の
昌
司

-
E
q山
口
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
大
年
七
月
二
日
(
七
月
一
日
預
入
分
〉
の
同
所
小
切
手
交
換
高
段
、
一
億
五
千
高
知

な
る
に
、
同
年
平
均
交
換
高
は
九
千
五
宵
寓
弗
に
し
て
、
前
者
白
六
O
%
に
嘗
る
。
然
し
乍
ら
之
れ
は
最
低
率
と
見
な
さ
る
L

も
の
に
し
て
、

紐
育
市
以
外
の
交
換
高
を
参
照
し
、
平
均
七
六
%
な
る
事
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

之
仁
実
の
年
中
の
決
算
日
数
三

O
五
を
乗
や
れ
ば
、

以
て
所
期
の
敷
字

-
次
に
ア
イ
ツ
シ
ヤ

l
は、

そ
は
紐
育
ョーヌ二
換

Fisher; ibid. pp. 283-285 
ibid. p. 283 
後掲 rlll'V'の表」参照
FisheT， ibid. pp. 441.-442. 
ProfeSSOT Weston ibid. p・443-446
此白場合は各年度目交換高である。

イ
ジ
ノ
イ
只
大
事
教
授
ウ
ノ
エ

λ

ト
ン
氏
じ
依
頼
し
、
前
越
さ
同
一
方
法
じ
よ
り
て
一

九

O
九
年
の
小
切
手
預
入
穂
額
三
千
六
百
四
十
高
部
を
得
る
事
が
出
来
忙
の
で
あ
る
4
。

斯
く
て
漸
く
じ
し
て
、
一
八
九
六
年
設
び
仁
一
九

O
九
年
に
於
げ
る
吋
の
敷
宇
は
得
ら
れ
允
る
も
、
其
の
中
間

相

M

年
度
の
敷
字
は
之
を
得
る
に
由
な
く
、
建
に
小
切
手
交
換
高
を
基
準
注
し
て
そ
の
推
算
を
行
ふ
事
ざ
な
っ
忙
。

-
究
表
は
斯
か
る
推
答
弁
に
よ
り
て
得
ら
れ
た
る
吋
、
従
っ
て
V
の
統
計
を
示
す
も
の
で
ゐ
る
。

M
 

又
己
に
し
て
小
切
手
振
出
額
を
推
算
す
る
の
基
準
ご
し
て
小
切
手
交
換
高
を
採
る
ざ
す
れ
ば
、

所
じ
於
け
る
も
の
を
採
る
可
き
か
、
或
は
紐
育
市
以
外
の
交
換
高
を
採
る
可
き
か
の
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
之
に
封
す
る
プ
イ
ツ
シ
ヤ

1
の
方
法
は
、
究
表
に
て
明
か
な
る
如
く
、
紐
育
市
以
外
の
交
換
高
に
五
倍
の

41) 
42) 
43) 
44) 
45) 
46) 



君
主
州
存
を
附
す
る
事
に
よ
り
て
、
之
を
解
決
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
上
表
第
一
欄
及
び
第
二
欄
に
よ
れ
ば
、

一
九

O
九
年
度
に
は
、
紐
育
市
交
換
高
が
一
千
四
十
億
弗
、

号先均三

ぞ
の
他
が
六
百
二
十
億
弗
ぜ
な
り
居
れ
ざ
、
計
算

ω

結
果
同
年
度
の
預
金
額
は
、
紐
育
市
が
九
百
三

十
億
弗
、
そ
の
他
が
一
一
千
七
百
十
億
弗
ご
な
り

て
、
交
換
高
に
劃
す
る
預
金
の
割
合
を
見
れ
ば

紐
育
市
が
九
む
%
、
そ
の
他
が
四
四

O
U如
、
即

も
一
割
五
の
割
合
な
示
せ
る
が
故
で
あ
る
。

第
四
欄
の
基
準
は
、
即
も
斯
か
る
理
由
に
基

き
て
計
民
ち
れ
し
も
の
じ
し
て
、
之
ぎ
献
如
め

小
切
手
支
梯
総
額
、
郎
ち
一
八
九
大
年
度
及
び

一
九
C
九
年
度
の
載
宇
よ
り
、
第
五
欄
の
上
下

雨
端
の
数
字
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
第

五
欄
の
比
率
が
毎
年
平
均
的
に
増
加
す
る
も
の

さ
蝦
定
す
れ
ば
容
易
仁
川
は
求
め
ら
れ
、
従
っ

て
wv
も
計
出
し
特
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
却
も
第

七
欄
に
よ
れ
ば
、
営
座
預
金
の
疏
通
蓮
度
は
十
三
年
閉
じ
約
了
玉
倍
ざ
な
っ
て
ゐ
る
。

以
上
を
以
て
M
、
町
、
V
の
統
計
を
終
b
、
A
1
や
獲
さ
れ
允
る
は
V
の
み
て
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
を
求
む

金
融
統
計
特
に
遁
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

4二

第

披

七

Fisher; ibid. p. 448. 
ibid. p・446
ibid. 
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金
融
統
計
侍
に
通
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

第

五虎

ニ
ニ
八

i¥ 

る
震
に
は
軒
、
郎
主
貝
弊
に
よ
る
取
引
綿
額
を
求
む
る
を
要
し
、
之
こ
そ
ア
イ
ツ
シ
ャ
ー
が
最
も
頭
を
踏
ま
せ
し

同

所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
彼
が
其
の
著
の
附
録
に
於
て
三
十
頁
を
費
し
忙
る
説
明
を
、
蕊
に
詳
述
す
る
は
到
底
そ
の

繁
に
堪
え
ざ
る
故
、
軍
に
其
の
計
算
法
の
大
要
、
並
び
に
結
呆
を
一
不
す
に
止
め
や
う
。

印
も
、
彼
は
先
づ
銀
行
の
支
掛
準
備
さ
銀
行
外
に
疏
通
せ
る
貨
幣
さ
の
聞
に
密
接
な
る
開
係
を
認
め
、
銀
行
は

貨
幣
の
家
に
し
て
、
貨
幣
は
一
度
実
り
J

援
を
出
づ
る
も
漸
て
は
再
び
騎
り
来
る
事
を
般
定
し
、
以
て
銀
行
の
現
金

出
納
高
に
よ
り
て
之
を
事
畑
一
せ
ん
さ
企
て
円
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
彼
円
此
の
鴻
じ
町
に
参
加
せ
る
枇
命
日
成
員
を

ぽ
、
「
商
人
穴
る
預
金
者
」
(
h
c
E
E円
円

2
2一
号
電
己

gu)
「
茸
(
の
他
の
預
金
者
」

(
Q
門
町
口
門
戸
日
召
c
忠
良
町
)
、
「
非
預
金

者」

2
2
1仏
日
勺

3
5山
)
の
一
二
階
級
に
分
ち
、
業
の
各
階
扱
内
及
び
各
階
部
伊
聞
に
於
け
る
貨
幣
移
動
の
あ
ら
ゆ
る

可
能
的
経
路
を
分
類
し
、
業
の
各
々
に
於
て
詳
細
な
る
説
明
を
下
し
て
ゐ
ム
o

而
も
其
の
要
す
る
所
は
、
貨
幣
が
一
旦
銀
行
を
出
て
よ
り
再
び
踊
る
迄
に
、
入
手
を
渡
る
回
数
は
、
或
は
一
回

或
は
二
回
、
又
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
事
も
あ
れ
ざ
、
そ
の
大
部
分
は
一
回
か
或
は
二
回
に
し
て
、
前
者
は
勢
銀
の

支
抑
に
用
ひ
ら
る
る
時
な
り
さ
言
ふ
の
で
あ
る
。

故
に
、
一
ヶ
年
聞
の
現
金
預
入
高
に
、
其
の
年
内
に
支
梯
は
れ
た
る
賃
銀
の
鱒
額
、
並
び
に
三
回
以
上
流
通
す

る
貨
幣
の
見
積
高
を
加
ふ
れ
ば
、
悲
日
し
そ
の
年
度
に
於
け
る
町
一
を
知
り
得
る
一
需
に
し
て
、
此
の
方
法
に
よ
り
て
ア

イ
ツ
ジ
ャ
ー
が
直
接
計
算
し
允
る
は
、
一
八
九
六
年
及
び
一
九
O
九
年
の
二
年
分
の
み
で
あ
る
。

印
も
、
一
八
九
六
年
度
に
て
は
、
一
回
使
用
額
H
一
二
十
五
億
弗
、
二
回
使
用
額
H
五
十
五
億
弗
、
三
回
使
用
額

H
五
億
弗
に
し
て
、
前
は
(
ご
+
日

x
o
t
z
T
H
Z曲
芸
)
百
六
十
億
弗
一
ず
る
仁
、
貨
幣
普
通
額
は
八
億
七
千
弗

"“
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な
る
故
、
そ
の
疏
通
蓮
度
は
一
ヶ
年
十
八
回
六
分
ぜ
な

b
o
同
様
に
し
て
一
九

C
九
年
度
じ
於
て
は
二
十
一
回
E

分
援
の
V
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
。

斯
〈
て
y
イ
ツ
シ
ヤ

1
は
、
右
雨
年
度
の
貨
幣
疏
通
速
度
を
測
定
せ
し
も
、
そ
の
中
聞
の
年
度
じ
付
て
は
一
々

之
を
測
定
せ
や
、
間
接
的
じ
推
算
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
而
も
其
の
基
準
ざ
し
て
は
、
一
方
に
於
て
は
V
が
年
々

平
均
的
に
増
加
す
る
さ
の
椴
定
を
執
り
、
他
方
に
於
て
は
打
に
劃
す
る
肝
の
割
合
が
一
定
率
を
以
て
警
劃
す
る
さ

判
止

の
促
定
を
執
っ
て
ゐ
る
。
郎
+
h
d

前
者
は
盤
動
の
最
少
限
を
意
味
し
、
後
者
は
ぞ
の
最
大
限
を
意
味
す
る
も
の
な
る
日

が
、
此
の
雨
者
よ
り
得
忙
る
二
種
の
V
を
平
均
し
穴
る
も
の
を
以
て
貨
幣
の
流
通
蓮
度
注
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

夫
の
表
山
町
郎
も
右
の
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

l(1)((2)|(3) 

次l--llヲl額と現i的に帯加i金取引額!雨者の
すると仮|との比が|

l一牽を以l
定ナると iて費動計千
志 15と仮定
I
C するとき I

l18611861 

18.8 I Hl.4 

19.0 I 20.6 

1D.3 24.4 

1!l.5 I 20.4 

19.7 I 23.9 

19.0 I 23.6 

20.2 I 20.0 

20目4 I 20.9 

20.6 I 23.0 

20.8 I 22.5 

21.1 I 21.0 

21.:1 I 18.6 

21.5 I 21.4 

均

18.6 

19.1 

19.8 

2UJ 

20.0 

21.8 

21.8 

20.6 

20.7 

21.8 

21.7 

21.1 

20.0 

21.5 

斯
く
し
て
フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
は
、
交
換

方
程
式
右
遺
の
殆
ん
ざ
全
部
に
付
て
其

の
統
計
を
求
め
待
た
る
が
、
更
に
複
雑

な
る
過
程
を
経
て
T
の
総
計
を
求
め
、

以
て
数
量
設
論
謹
の
用
に
供
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

年

1896 

1897 

1898 

189g 

1900 

1901 

19u:l 

190:; 

190壬

1DOli 

1906 

100， 
1908 

1909 

三
、
其

の

批

評

以
上
を
以
て
在
は
、

フ
イ
ツ
シ
ャ

I
の
統
計
的
研
究
の
中
、
通
貨
統
計
に
属
す
る
も
の
を
遁
ぺ
終
り
士
る
故
、

金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
に
就
い
で

第
三
十
二
巻

:Ju 

第
一
披

ブL

ibid. P・474・
ibid. pp. 477-478 
ibid. P・478.
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金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

第
一
環

O 

O 

以
下
少
し
く
彼
に
劃
す
る
批
評
を
遁
ぷ
る
事
ざ
す
る
。
然
し
乍
ら
裁
量
設
自
瞳
仁
闘
す
る
諸
批
評
、
並
び
に
斯
か

る
方
程
式
を
打
立
て
る
事
に
闘
す
る
諸
批
評
は
、
本
丈
の
目
的
ざ
す
る
所
に
非
ぎ
る
故
、
之
ら
を
詳
論
す
る
事
な

、‘E
/

〈
位
そ
の
統
計
的
研
究
に
闘
す
る
も
の
の
み
を
伺
ふ
で
あ
ら
う
。

先
づ
M
の
統
計
よ
り
考
ふ
る
に
、
彼
は
物
慣
に
影
響
を
奥
へ
ぎ
る
も
の
さ
し
で
、
中
央
金
庫
に
保
存
さ
る
る
額

及
び
各
銀
行
の
支
梯
準
備
額
を
事
げ
、
之
を
そ
の
流
通
網
額
よ
り
差
引
き
居
る
の
で
あ
る
同
然
し
乍
ら
異
に
取
引

に
用
ひ
ら
る
る
も
の
の
み
が
}
翠
げ
ん
ざ
す
れ
ば
、
向
個
人
貯
臓
の
額
を
除
く
可
し
さ
も
考
へ
ら
れ
、
或
は
又
反
謂

に
銀
行
の
支
那
準
備
金
色
、
何
日
か
は
市
場
に
出
て
行
く
も
の
な
れ
ば
、
之
を
流
通
高
中
に
加
ふ
可
し
ぎ
も
考
へ

ら
る
る
で
あ
ら
う
。

失
に
町
の
統
計
は
、
之
を
是
認
す
る
も
、
V
及
び
V
の
測
定
に
は
可
成
り
の
議
論
の
傍
地
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

却
も
流
通
蓮
度
長
む
る
に
W
一M
、
及
び

W
W
の
方
法

JAふ
る
は
致
し
方
な
い
ざ
す
る
も
即
、
附
の
前
提
は

到
底
高
人
の
認
む
る
所
ご
は
な
り
得
な
い
の
?
あ
る
。
部
品
に
於
て
は
、
前
表
第
五
欄
の
中
間
各
年
度
分
の
推

算
基
準
さ
な
れ
る
、
一
入
九
六
年
及
び
一
九
O
九
年
度
の
小
切
手
振
出
額
な
る
も
の
が
、
非
常
に
蓮
勤
し
易
き
性

質
の
も
の
な
る
故
、
主
の
他
の
年
度
の
門
は
、
其
の
信
鴻
度
甚
だ
低
し
さ
見
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
殊
に
又
一
九

O
九

ユ

η

年
の
何
で
す
ら
も
、
ア
ン
ダ
ー
y
ン
よ
り
攻
撃
さ
れ
居
る
ず
様
で
あ
る
。

• 

川
町
す
ら
右
の
知
〈
な
る
故
、

W
の
統
計
に
付
て
は
一
層
反
封
が
起
h
得
る
で
あ
ら
う
。
先
プ
ぞ
の
前
程
に
於

予

て
プ
イ
ツ
ジ
ャ
ー
は
、
持
賃
に
支
梯
は
る
る
は
全
部
現
金
に
よ
る
さ
偲
定
す
れ
ざ
、
之
に
劃
し
で
も
キ
ン
レ

J
は

勢
賃
の
七
C
M仰
い
か
現
金
で
支
掛
は
れ
、
残
ち
の
三
十

μ
は
小
切
手
に
て
支
擁
は
る
る
さ
遁
ぺ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

市I掲合衆国に於ける貨幣v¥i遁高表参照
高田博士;貨幣数量設につ旬、で(経済論議第三十港第五琉)二五頁 』

此の軍占に付ても E.M. Anderson は il"he-val ue uf .1泊oneypp・2泊3-204陀於で，
“COln・transfer'7 notionと“ persun-turnO¥rer" no1川 lとが匝別さる可曹を主張
しでゐる円
Anderson '-'jは，前掲書339頁以下に於て、此の1909年四五I'V'に聖母しで買っの設り
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更
に
銀
行
よ
り
出
で
た
る
貨
幣
が
、
持
賃
ご
し
て
支
梯
は
る
る
時
は
二
回
使
用
せ
ら
れ
、
其
の
一
他
の
場
合
に
於

て
は
大
部
分
一
回
限
h
な
る
事
を
般
定
せ
る
結
も
、
又
大
い
に
議
論
の
俸
地
の
存
す
る
所
で
あ
ら
う
。
殊
に
其
の

二
種
の
V
を
計
出
し
、
軍
に
そ
の
算
術
的
平
均
を
以
て
決
定
的
な
る
V
さ
な
せ
し
は
、
統
計
技
術

最
後
に
於
て
、

一
の
問
題
た
り
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。

上
要
す
る
に
y
イ
ツ
シ
ヤ

1
の
統
計
的
研
究
じ
は
、
推
算
の
基
準
さ
な
り
し
載
の
不
確
貫
性
が
認
め
ら
る
る
ぜ
同

時
に
、
そ
の
材
料
及
び
加
工
に
も
不
満
の
貼
が
存
す
る
で
ゐ
ら
7
f」
考
へ
ら
れ
る
の
で
わ
る
。

向
直
接
通
貨
統
計
仁
ざ
り
て
重
要
な
る
問
題
は
、
フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
設
の
最
も
重
要
な
る
椴
定
の
一
士
る
、

M

J

W

川
の
比
例
的
増
減
の
問
題
で
h
の
る
。
然
し
乍
ら
此
の
駐
に
潤
し
て
は
、
己
仁
河
上
博
士
の
貴
重
な
る
統
計
的
研
抱
一

佃

一
か
ゐ
り
、
高
木
敷
授
の
般
論
、
高
阻
博
士
の
業
の
又
駁
論
が
存
す
る
故
、
誌
に
は
之
セ
省
略
す
る
一
事
寸
し
す
る
。

齢
フ
イ
ツ
シ
ヤ
1
設
の
批
評
は
木
交
の
目
的
に
非
ざ
る
も
、
主
と
し
て
我
固
に
於
い
て
な
さ
れ
し
も
の
を
見
る
に
即
ち
吹
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

寸
交
換
方
程
式
は
単
に
過
去
の
記
録
に
し
て
、

P
の
費
動
は
決
し
で
M

D
費
動
の
結
果
に
あ
ら
ず
と
し
、
以
ヲ
て
方
程
式
自
恒
三
慣
値
を
疑
ふ

〆，、、
h
J
日

も
問
。

コ
交
換
方
程
式
は
過
渡
的
時
期
に
は
遁
用
さ
れ
ざ
る
に
、
貨
は
現
貰
の
社
舎
は
常
に
過
渡
期
の
連
績
な
り
と
の
理
由
よ
り
、
そ
の
債
値
を
否
定
す

f
t

リ

る
も
の
。

目町一
M
が
一
定
な
り
と
の
仮
定
に
反
射
す
る
も
の
酬

則
。
C
2
2
2
司
君
』

-E
の
仮
定
、
即
ち
方
程
式
右
迭
の
M
、

v
、

v
、
T
、
等
が
互
に
濁
立
し
て
礎
化
し
合
ふ

k
云
ふ
偲
定
が
、
要
胴
上
論
詮
し

/

、

り

得
ざ
る
動
を
攻
撃
せ
る
も
の
凶

五
フ
イ
ヴ
シ
ヤ
ー
は
ナ
べ
て
の
取
引
が
遁
貨
を
媒
介
と
し
で
行
は
る
と
仮
定
す
れ
ど
、
貸
は
、
物
々
交
換
、
貨
幣
相
互
の
突
換
、
並
び
に
貨
幣
及

金
融
統
計
特
に
遁
貨
統
計
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

ー一
一一

第
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一
一一

を指摘してゐる。即ち (1)小切手涜遁練額を以つで取引に用ひbれたる小切手
額と見るは冒険な~ 0 (2) F氏が190明円月 17日の組育以外の交換高をabnυrmal
主見しは諜りにして、同年目M'V'ι;1.333 !:なる可聖である。 (3)紐育市交換高
に付で屯挨りがある。
ibid. p. 174.-Kinley's report. 61)河上博士， r金と信用と物慣」六五貰一八九買
高木仙次郎「河上皐士の誤算と誤解と矛盾」京都法l堅舎雑誌第九巻第四披一二

∞) 
62) 
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に
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ぴ
貨
易
白
一
方
的
給
付
が
錆
綜
せ
る
故
、
斯
白
交
換
方
程
式
を
以
つ
て
は
不
可
な
り
と
な
ナ
も
旬
。
』
等
で
あ
る
。

一一一一一

第
一
蹴

一一一

品
同
ほ
フ
イ
ツ
シ
ヤ
!
と
は
異
り
て
、
数
量
設
を
否
定
せ
ん
が
免
め
に
統
計
を
用
ひ
た
る
も
の
に
は
、
-
次
U

ず
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

一
八
六

O
年
以
後
一
八
九
一
年
に
至
る
閣
に
於
て
、
物
債
と
貨
幣
毅
量
と
が
決
し
て
そ
の
費
動
の
歩
調
を
共
に
せ
ず
一
る

印
ち
巳
に
ラ
ア
リ
ン
は
、

時

を
詮
し
、
我
械
に
於
い
て
も
汐
見
博
士
は
、
大
正
三
年
よ
り
大
正
七
年
に
至
る
大
戦
中
五
ヶ
年
聞
の
、
物
債
主
遁
貨
正
の
統
計
を
と
り
、
骨
雨
時
的

物
償
騰
貴
が
決
し
で
遁
貨
膨
脹
の
結
果
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
遁
貨
の
膨
脹
が
物
償
騰
貴
の
結
果
な

P
と
論
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
♂
更
に
又
田
中
金

司
氏
は
、
一
九
二
二
年
三
月
賛
表
白
「
濁
乙
の
経
縄
問
状
態
」
に
よ

p
、
一
九
一
九
年
よ
り
一
九
二
二
年
に
至
る
聞
の
物
償
曲
線
と
貨
幣
流
通
高
曲
線

と
を
比
較
し
、
大
い
に
フ
イ
ツ
シ
ヤ
1
設
を
攻
撃
さ
れ
居
る
を
見
る
の
で
あ
ふ
to

品
川
し
乍
ら
前
温
三
者
の
統
計
的
論
設
を
見
る

K
Y

ラ
フ

F
ン
に
於
て
は
南
北
戦
争
に
よ
る
不
換
紙
幣
濫
鼎
臨
時
代
の
統
計
で
あ
り
、
汐
見
博
士
陀
於

て
も
大
戦
嘗
時
の
物
債
胃
騰
時
代
の
統
計
で
あ
り
、
夏
に
田
中
氏
の
そ
れ
も
大
戦
直
後
に
於
け
る
貨
幣
債
値
激
落
時
代
の
統
計
で
あ
る
。

斯
く
て
程
は
、
前
惑
の
三
者
が
、
戦
時
四
一
病
的
な
る
経
湾
状
態
の
下
に
於
け
る
統
計
な
る
が
故
に
、
そ
の
論
旨
を
否
定
す
べ
寺
で
は
な
き
も
、
平

時
に
於
で
は
、
遁
貨
四
鍛
量
と
一
般
物
債
と
の
間
に
、
或
程
度
の
平
行
関
係
が
容
す
る
事
だ
け
は
、
之
れ
を
認
め
r
d

る
を
得
な
い
と
考
へ
る
。

結

言

今
日
の
世
曾
仁
一
於
て
は
如
何
な
る
産
業
部
門
ち
、
金
融
を
離
れ
て
は
一
日
も
存
立
す
る
を
得
ぎ
る
も
の
じ
し
て

金
融
現
象
の
影
響
す
可
き
範
園
は
頗
る
慶
大
な
る
も
の
申
」
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
そ
の
現
象
た
る
や
、
千
鑓

高
化
、

異
に
捕
捉
を
許
さ
ざ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

斯
く
て
金
融
現
象
の
本
道
を
見
透
し
得
し
む
可
き
金
融
統

今
後
盆
々
そ
の
重
要
性
を
増
す
可
き
は
言
ふ
を
侯
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
ニ

計
が
、故

に
某
の
一
種
た
る
遁
貨
統
計
は
、
従
来
の
如
き
物
債
さ
の
関
係
よ
り
脱
し
で
も
、
向
調
自
の
存
在
ざ
し
て
債

七頁以下 63) 高田博士「高木ドクトルノ数理!上ノ矛盾」鷹都法撃舎雑誌、第
九巻第八披一四四頁以下(比寧の一定とは如何なるものかを論じられたるもの)
高田博士 I経理耳事研究」五八一五八五，五八六買.同博士 I貨幣数量設に付
で躍済論叢第竺十巻第四披三4:頁以下山口被氏「貨常数量設の研究(商皐討
究第二巻第一披，一三二頁以下p 橋爪氏前掲書1二二九二頁以下A.nderson.ibid. 
p. 292以後殊に p・336

64) 



値
あ
る
を
夫
は
な
い
の
で
あ
る
。

A
寸
花
は
、
斯
か
る
統
計
を
比
較
的
精
密
じ
計
算
し
允
る
代
表
的
の
も
の
ご
し
て
、

ー
の
研
究
を
遮
ペ
ロ
。
蓋
し
そ
は
、
彼
が
之
を
貨
幣
数
量
設
を
論
謹
せ
ん
が
震
の
手
段
さ
な
せ
し

駄
に
於
て
は
、
救
ふ
可
か
ら
ざ
る
非
難
が
存
し
、
叉
巽
の
統
計
的
技
術
の
貼
に
於
て
も
、
多
少
、

遺
憾
の
結
は
存
せ
ん
も
、
堂
一
の
研
究
方
法
中
仁
、
今
後
此
の
方
面
の
研
究
に
劃
す
る
多
大
の
ヒ
ン

ト

Je合
み
居
る
さ
考
へ
し
が
故
で
あ
る
。

フ
イ
ツ
ジ
ヤ

即
も
フ
イ
ツ
シ
ャ
ー
を
口
を
極
め
て
非
難
せ
し
、
被
の
ア
ン
ダ
ー
y
ン
で
き
へ
、

h
y

ム
メ
ラ
ー
の
械
計
的
研
究
に
付
て
は
、

フ
イ
・
ツ
シ
ヤ
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高田博士2前掲経済論叢四O頁，橋爪氏;商ij掲書同所， Anderoon; ibid. p. 186. 
以下
河上博士z前掲書，問所， 高田博士2前掠「経理年皐研究J五7Lー買，悶論叢第三
O巻第四~三大頁，四O買 Anderson; ibid. pp. 17.5・--179 等
高田博士;前掲「総務事研究」五六六頁五七日1買，橋爪氏前掲書二九三頁，
戸田博士 r物債蹄貴の研究芳、に就て」京都法撃曾雑誌j第九港第七披ー頁以下
H. J: -Davenport“Velocities， Turnovers ~l[I d Prices" ~t卸 Arnerican Economic 
Review pp. 9-19・ 68)橋爪氏，前掲議二九三頁 JlJ崎得士;若干c貨
館問題，ニ一九頁以下.Anderson; ~bid ， p叩 196.以下
J. L. Laughlio; 1.、heprineiples of money ][9103. pp. .327，--.329， 
汐見博士 r我園現時の物債鴎貴と遁貨との関係J(経路論叢第八巻第二披二六
六頁一二八三頁) 71) 田中金司氏 :r金本位制と中央俄行政策」一九三頁
二三ニ頁
Anderson; ibid， pp. 331-332 
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